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§１．研究成果の概要 

 
貧資源国である日本国にとって、石油や天然ガスに替わるエネルギー資源の供給源確保は、急

務の課題である。光合成生物を活用したバイオディーゼル研究には、大きな期待が寄せられてい

る。しかし、バイオディーゼルの原料となる遊離脂肪酸が、光合成活性を阻害してしまうため、増産

の大きな障壁となっている。光合成生物を用いた遊離脂肪酸の生産研究は盛んに行われてきたが、

遊離脂肪酸が光合成を阻害する分子メカニズムについては明らかにされていない。これまでに、遊

離脂肪酸の鎖長が短い、あるいは不飽和度が高いほど光合成活性を強く抑制することを明らかに

した（Jimbo et al. 2020 IJMS）。本年度は、不飽和度が高い多価不飽和脂肪酸が光合成活性を阻

害する機構について、光合成微生物であるシアノバクテリアを用いて解析を行った研究成果を学

術論文として発表した（Jimbo et al. 2021 IJMS）。これまでの研究成果を総括した結果、脂肪酸の長

さ・不飽和度に応じて光合成へ正と負の影響を及ぼすということを、モデルとして示すことができた。

さらに光合成活性を促進する脂肪酸分子を探索するために、本年度期中にチャレンジ支援による

追加予算を用いて、ヒドロキシ脂肪酸やメチル化脂肪酸などの修飾脂肪酸分子による光合成への

影響についても解析を行い、メチル化脂肪酸の一つが強光下における光合成活性を高く維持す

ることができることを明らかにした。また、パルミチン酸アルキルを用いて遊離脂肪酸によるタンパク

質の脂質修飾についても解析を行い、シアノバクテリアにおいて脂質修飾を受けるタンパク質を同

定した。同定されたタンパク質の一部は、脂質修飾に必要なアミノ酸配列を持たないため、シアノ

バクテリアに特徴的な新規の脂質修飾機構が示唆された。 
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